





九〇年代にある女性雑誌の編集者をしていた折り、編集部内で物議を醸した特集タイトルである。特集の中身は、要するに、ビリー・ホリディやジョージア・オキーフ、エディット・ピアフといった、波瀾万丈の生涯 生き抜いて燦然と輝いた女たちの列伝、といった趣なのだが、編 長が半ば独断で決めたこのタイトルに、編集部内で批判の声が上がったのは、無理からぬことではあった（ち みに、編集長も批判者のベテラン編集者も皆女性であった） 。曰く、女ゆえの艱難辛苦を乗り越えて偉業を成し あまつさえ彼女たちを理想の女性として取り上げようというとき
に、その偉業がまるでスキャンダルのたまものであったかのような物言いは、何事か。対する編集長にしてみれば、様々なスキャンダルをものともせずに、あるいはそれを肥やしにしさえして成功を手にした女たちこそ、輝か いだ、ということに るのだろう。　
ここで論じたいのは、無論、このタイトルや特集の是非
ではない。筆者が明治の女性たち とりまくについて論じるにあたり、このタイトルをめぐる応酬を想起するの 、それが「スキャンダル」やそれ 伴う「有名性」が持 両義性に呼応 ものだった、と思いあた からである。すなわち、マーシャルによれば、有名性あ いは有名人（
celebrity ）とは、 「社会的世界の成功や業績を表










は、無論、 「醜聞」なのだから、元来名声ある者の失墜を意味する。しかしながら、それが有名性と裏腹であるがゆえに、われわれは逆のメディア現象もまた ごくありふれたものとしてしば ば眼にする。す わち、それはスキャンダルによってもたらされた 知名度」を足がかりに、なにがしかの業や成功を手にする人々、である。無論、そうした人々は、負 意味での有名性において捉えら だが、有名性それ自体が両義的であ 以上 それがイメージにすぎないもの 、本物の成功かは、有名性を承認人々に委ねられる。その意味で、 「スキャンダル」もまた、字義通りの否定的な意味 みならず、 プラスにも作用しうる。つまり 例え悪名であっ 「 を挙げる」という意味では同じこと 要はその有名性を、どのように生かすか、あるいは生かされるかが 社会 な成功の鍵なのである。　
いうまでもなく、こうしたスキャンダルのプラスの作用








ためには、注目に値する新奇性と、それを失墜させるに足る社会的な優位性がなければならない。明治中期、鹿鳴館政策の失敗とその反動から国粋的な機運が高まり、その時流に乗って新聞メディアにおいて格好の標的とさ の「女学生」であった。留意すべきは、明治三二（一八九九）年に高等女学校令が発布されるまで、女子の中・高等教育はごく一部の「開明的な」社会層において可能であったにすぎず、しかもその例外 女子教育を担っ た は、大半がキリスト教系の女学校であった という点である。　「女」という性を好奇の対象として眼差すメディアの視線と国粋反動の機運が相まって、明治二〇年代には、キリスト教主導の女子教育および女学生が、いわれのないバッシングにさらされた。ここでいう「醜聞」とは、後に有名
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性と結びついて両義的な意味で作用する「スキャンダル」とは異なり、 「醜聞」の主が特定されることもなければ、 その事実 さえも定かでない代物であった。 例えば、 『読売新聞』は明治二二（一八八九）年六月一三日「再び女学生と女学校を論ず」 を皮切りに、 女学生バッシングを加速させ、「筆誅」と称して「女学生の醜聞」 （明治二三年二月二〇
‒ 二
八日朝刊三面）という大々的なキャンペーンを張った。ここでバッシングされる匿名女学生の行状とは、学費が足りないと言う女学生を下女 して雇ってみたら妊娠していたとか（明治二三年二月二〇日） 、 同じ下宿の書生と「道ならぬ契りを籠め」私生児をもうけた（同年二月二三日 ど多くは性的に淫らなものと結びついており、あたかもそれが西洋流の教育によってもたらされるかのよう 論調である。曰く、
　
婦人の品行方正なる国柄なるも尚斯くの如き仕組み
（堕胎のための病院…筆者注） の必要なるべきか。 これらの事実より考ふるときは、彼の某将軍が西洋巡回より帰りたる時宇内広し雖も日本ほど婦人の謹慎なる国はなし云われざるも強ちに過実の言ならざるべし。西洋における男女同権的教育の弊之に倣う日本 愚明
白なりと云わざるべからず。わが輩はこれらの事実より推考して女子教育を全く西洋風たらしむるの危険を畏れざるを得ざるなり（明治二二年六月一三日「再び女学生と女学校を論ず」 ）









同校教頭、能勢栄が自ら主宰する雑誌、 『国の基』第三号（明治二二年六月一日）に、 「教育ある女子にして安全なる夫婦併立の生活を遂げんとする者は如何なる男子に嫁すべきか」という論説を書き、その中で「文学士か或いは理学士」以外の男性は不適当であるかのような議論を展開、これがヒステリックな女学校批判を呼び起こし、問題となった記事を書いた能勢栄並びに同校長矢田部良吉が免職、同校も翌年廃校とされるに至った事件 。　
この時期のこうした反動世論の勢いに、特にキリスト教
系女学 を中心にそれまで漸増していた進学希望者も激減したため、一連のバッシングに対し、キリスト教メディア陣営が、 「名」と「実」を伴う報道を求め のは当然 ことだった 、これによって女子教育が被った痛手は看過 きないものであっ 。　
しかしながらここで問題にしたいのは、これらのバッシ



















ような明治以来のメディアの眼差しを前提に、なにがしか否定的な、あるいはそれに対する批判 感情を抱かないではいられ い。しかしなが メディアにおける女性の
表象を考えるとき、それがいかに差別的なものであれ、メディアが好奇の眼差しを代表する限りにおいて、その初めから、これほど「女性の存在」を強くアピールせずにはおかなかった近代制度も他にはなかった。無論、そこで展開される女性に対する揶揄や侮蔑、あるいは公然と男性とは画されたダブルスタンダードといったものは、前節での女学生バッシングのみならず枚挙にいとまがないのであるが、近代的なメディア空間が確立して く過程で、名を持った実在の女性がメディアによって力を得ていくという現象も確かに じてい のである。ここではこうしたスキャンダルの変容に伴って有名 を獲得し、言論人としての地位を占めるに至った の代表として、平塚らいてうがいかにして時代を代表する「新しい女」として認知されるに至ったか 、辿 ていく。　
平塚らいてうといえば、 まず 「元始女性は太陽であった」














門下、 『女学世界』編集者・物集梧水の妹）の五名を発起人として創刊された女性の手による文芸雑誌であ 。閨秀文学会とは、長江が自ら講師を務めるユニヴァーサリスト教会附属成美女学校内に設けた女性向けの 学講座 、長江をはじめ、与謝野鉄幹・晶子、馬場孤蝶、森田草平らが講師に名を連ねていた。　
長江がらいてうを編集人に据えたのは、いうまでもなく
その知名度 利用したからで 「らいてう」 を名乗 以前の本名「平塚
明はる
子」の名は、あるスキャンダラスな「事件」
によってすでに広く知られる ころとなって た。すなわち、その事件とは、明治四一（一九〇八）年三月に起こった「煤煙事件」とも「塩原事件」とも言われる平塚明森田草平との心中未遂事件で、前者の名は、森田が師の夏目漱石に勧められて翌年元旦から五月 六日まで『東京朝日新聞』に連載した「事件」の顛末 小説化した際のタイトルによる。後者は 二人が事件を起こした場所にちなむが、これは後に、森田の小説『煤煙』 対して、らい うの側から書かれた『峠』 （ 『時 新報』大正四年四月 日か
ら二一日連載、未完）を意識して前者の一方的な立場からの「事件」を相対化する視点からの名であろう。　
ともあれ、この事件はいわゆる「情死」の趣とはいささ










世話するとともに、 「事件」 を自ら 創作 まで結実させた漱石に対し、森田の友人でもあった長江は むしろスキャンダルを利用し、らいてうをしてフェミニスト て世に出すいわばお膳立ての役割を果たした。 『煤煙』 続くの『自叙伝』の連載が明治四四年四月二七日から七月三一日、 青鞜』創刊号の広告がその『東京朝日新聞』の一面に
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　『青鞜』の母体となった閨秀文学会は、馬場孤蝶のほか、平田禿木、 戸川秋骨ら『文学界』同人を講師に擁 、 「女性と文学」をテーマにしていた点において、 『文学界』の母体であるキリスト教系婦人啓蒙誌『女学雑誌』を中心 する明治中期の女学生文化の連なりに位置する。しかしながら、いわれのないバッシングをくぐり抜け、世に認められた津田梅子ら『女学雑誌』に連なる有力女性たちは いわゆる 「新し 女」 に対して批判的であったという。それはメディアによるバッシングの標的となるという類似の立場に立たされながらも、より広く多様な読者大衆に「名」を売ることが可能になった「新しい 、平塚らいて をして、スキャンダルを奇貨として有名性に転化させ 「したかさ」を身につけ得 ことに対する苛立ちがあったのかもしれない。　メディアにおいて、時代に先駆ける女性たちは常に、非
難と侮蔑の対象であった。しかしそれと同時に、彼女たちに好奇の目を向けないではいられなかったメディアは、政治的教育的不平等がまかり通っていた時代にも、彼女たちの 「存在」 をとにもかくにも認めずにはいられなかったし、さらには彼女たち自身に発言の場を与えずにはおかた。そしてメディアが名を持った人物の事実を報道するのと広く認知され、同時に大衆読者を獲得したとき、スキャンダルもまた、その標 にされる当 本人にお ても利用可能な戦略の一環となった である。　
枚挙にいとまがないメディアの女性に対するバッシング















































本文学協会新・フェミニズム批評の会編『 『青鞜』を読む』 （ 九九八年、學藝書林）に詳しい。
（東海大学文学部准教授）
